
実習指導者が企画した
指導者育成プログラム

令和4年度実習指導者育成ワーキング

看護キャリアセンター報告



実習指導者育成ワーキング

実習指導者育成ワーキング（以下実習指導者育成WG）は、

平成26年度より臨地実習現場での実習指導の質の向上を目的として

スタートし、今年度9年目を迎えた。

【WG構成メンバー】15名
WG長（看護師長）、看護師長２名、副看護師長６名（内2名教育担当）
実習指導経験のある看護師６名（途中交代あり）

目的 臨地実習現場での実習指導の質を向上させる

目標 ①実習指導者会議の企画・運営・評価を行い、

実習指導に伴う課題に対して改善策を立てることができる。

②実習指導者以外のスタッフに対して、

実習指導要項の活用を促進することができる。

③実習指導者研修会の再構築を行い、

効果的な指導ができる実習指導者を育成する。

④看護学生への実習指導の質を担保することができる。



実習指導者育成ワーキング

令和４年度 実習指導者育成WG活動計画
月 8月 11月 12月 1月 2月 3月

第2月 日 (8) 14 12 16 13 13

実
習
指
導
者
育
成
W
G

研
修
会
評
価

（
全
体

）

次
年
度
研
修
会
企
画

次
年
度
会
議
企
画

W
G

活
動

評

価

会
議

・

指

導

要
項

評

価

学
生

ア

ン

ケ
ー

ト

評

価

第3木
運営

WG 17 16

第4金 22 26 28 25 24 なし

実
習
指
導
者
会
議

①
今
年
度
の

　
活
動
計
画

福
岡
女
学
院
看
護
大
学

実
習
説
明
会

福
岡
看
護
大
学

実
習
説
明
会

福
岡
女
学
院
看
護
大
学

実
習
説
明
会

②
実
習
指
導
に

関
す
る

情
報
共
有

第

一

薬

科

大

学

福

岡

看

護

大

学

実

習

説

明

会

③

議

題

「
コ

ロ

ナ

禍

に

 

お

け

る

実

習

と

演

習

」

福
岡
女
学
院
看
護
大
学

実
習
説
明
会

　
⑤
会
議
の
目
標
評
価

と
振
り
返
り

一
年
間
の
評
価

5回/年 なし 2 なし なし 20 なし なし

実
習
指
導
者
研
修
会

看
護
学
生
の
動
向

看
護
過
程

ま
と
め

2回/年 2

実
習
指
導
者
研
修

ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー

ス

看
護
学
生
の
動
向

看
護
過
程

6月

13

会

議
内

容
の

検

討

・

運

営
評

価

（
単

回

）

研

修
会

の
運

営

評

価

（
単
回

）

5月

9

W
G
活
動
計
画
立
案

19

7月

11

21

12

4月 

なし

10月

3

九
州
大
学
保
健
学
科

病
院
実
習
連
絡
会

カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
の

指
導
方
法
・
事
例
検
討

14

4

9月

17

実
習
指
導
の
実
際

事
例
検
討

ガ
イ
ダ
ン
ス

看
護
基
礎
教
育
課
程

実
習
指
導
の
原
理

4

看
護
基
礎
教
育
課
程

実
習
指
導
の
原
理事前アンケート集計

事後アンケート

集計･分析

報告書作成

研修会運営･評価 研修会運営･評価

運営･評価 運営･評価

実
習
指
導
体
制
の
課
題

抽
出
･

改
善
点
検
討

学生ｱﾝｹｰﾄ 配布･集計

報告書作成

研修会運営･評価

運営･評価運営･評価

④
実
習
指
導
体
制

に
関
す
る

情
報
共
有



実習指導者会議

目的 実習内容及び実習指導に関する事項を検討し、併せて実習指導者の資質向上を図る

目標 ①学生への教育的・効果的指導のあり方を検討し、実習指導に活用することができる。

②実習指導体制の課題を抽出することができる。

③実習指導に関わる問題を抽出し、対応策を実施することができる。

④実習指導要項の活用を促進することができる。

WGメンバーが会議の企
画・運営に参画し、第4回
会議ではファシリテー
ターとして参加した。
各部署における実習指導
体制の課題と対応策につ
いて、同じ領域で意見交
換や情報共有、対応策の
検討を行った。

1 2

4/22 4月 7月 8/26 9月 10月 10月

司
会 教育担当

書
記 教育担当 教育担当

5

1．「コロナ禍におけ
る臨地実習・学内演
習」に関する情報共
有

1．部署における実
習指導体制の現状
と課題、対応策に
ついて

会議の目標評価と
振り返り

（実習指導体制にお
ける課題とその対
策、実習指導要項
の活用状況の振り
返り）

会
議
内
容

書面回議
1.令和４年度　臨
地実習に関するア
ンケートについて

北9-1：井上
北9-2：福島

北10-1：塩満
北10-2：杉谷

4

11/2510/28

北7-1：片岡
北7-2：秋吉

南9-2：奥村
北8-1：小柳
北8-2：荒木

　南8-1：古里
　南8-2：青見

3

12月 2/24

担
当

日程

回

7月

福
岡
看
護
大
学

実
習
指
導
者
連
絡
会

福
岡
女
学
院
看
護
大
学

実
習
説
明
会

福
岡
女
学
院
看
護
大
学

実
習
指
導
者
連
絡
会

該当部署

のみ

該当部署の

みオンデマ

ンド配信

九
州
大
学
保
健
学
科

実
習
指
導
者
連
絡
会

福
岡
看
護
大
学

実
習
指
導
者
連
絡
会

各病棟にて 該当部署の

みオンデマ

ンド配信

該当部署の

みオンデマン

ド配信

福
岡
女
学
院
看
護
大
学

実
習
指
導
者
連
絡
会

第
一
薬
科
大
学

実
習
指
導
者
連
絡
会

該当部署

のみ
該当部署

のみ紙媒

体配布

令和5年

1．会議規程について

2．会議構成員について

3．実習指導者育成ＷＧについて

4．会議日程について

5．令和3年度実習指導者会議活動の

まとめ

6．保健学科第16期生の卒業時の

看護技術到達度について

7．2021年度保健学科総括について

8．実習指導者会議活動計画について

9．看護学生受け入れ計画について

10．令和4年度学生アンケートについて

11．令和4年度臨地実習指導者研修会

について

12．令和4年度看護学実習における

新型コロナウイルス感染症対策

13．その他



実習指導者会議－学生アンケート結果－

219

199

235
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72

47

77

41

80

45

91

36

61

37

66

5
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7

4

11

7

17

4

5

14

3

2

2

1

3

2

2

2

3

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

部署に実習を受け入れる雰囲気がある

目指したい看護職員との出会いがあった

実習目標の理解と達成支援(指導者)をしてくれた

実習目標の理解と達成支援(他の職員)をしてくれた

新しい経験の学習機会提供をしてくれた(指導者)

新しい経験の学習機会提供をしてくれた(他の職員)

質問しやすい雰囲気だった(指導者)

質問しやすい雰囲気だった(他の職員)

わかりやすい回答をしてくれた(指導者)

わかりやすい回答をしてくれた(他の職員)

患者との円滑な関係支援をしてくれた(指導者)

患者との円滑な関係支援をしてくれた(他の職員)

看護学生による臨地実習に対する評価（A大学） n=284

非常にあてはまる あてはまる あてはまらない 全くあてはまらない 該当なし

166 92 16

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教員との連携がとれていた

よくとれていた だいたいとれていた どちらともいえない あまりとれていなかった 全くとれていなかった



実習指導者会議－学生アンケート結果－

63

52

60

44

62

48

60

37

62

44

59

45

1
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4

18

2

10
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21

2

11

4

12

1

1

1

2

4

5

9

1

6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

部署に実習を受け入れる雰囲気がある

目指したい看護職員との出会いがあった

実習目標の理解と達成支援(指導者)をしてくれた

実習目標の理解と達成支援(他の職員)をしてくれた

新しい経験の学習機会提供をしてくれた(指導者)

新しい経験の学習機会提供をしてくれた(他の職員)

質問しやすい雰囲気だった(指導者)

質問しやすい雰囲気だった(他の職員)

わかりやすい回答をしてくれた(指導者)

わかりやすい回答をしてくれた(他の職員)

患者との円滑な関係支援をしてくれた(指導者)

患者との円滑な関係支援をしてくれた(他の職員)

看護学生による臨地実習に対する評価（B大学） n=64

非常にあてはまる あてはまる あてはまらない 全くあてはまらない 該当なし

36 18 3 5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教員との連携がとれていた

よくとれていた だいたいとれていた どちらともいえない あまりとれていなかった 全くとれていなかった



実習指導者会議－学生アンケート結果－

75

61
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59
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62
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47
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23
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32

12

24

19

23
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1

6

1

2

5

9

2

3

3

1

2

2

2

2

3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

部署に実習を受け入れる雰囲気がある

目指したい看護職員との出会いがあった

実習目標の理解と達成支援(指導者)をしてくれた
実習目標の理解と達成支援(他の職員)をしてくれた

新しい経験の学習機会提供をしてくれた(指導者)
新しい経験の学習機会提供をしてくれた(他の職員)

質問しやすい雰囲気だった(指導者)
質問しやすい雰囲気だった(他の職員)

わかりやすい回答をしてくれた(指導者)
わかりやすい回答をしてくれた(他の職員)

患者との円滑な関係支援をしてくれた(指導者)
患者との円滑な関係支援をしてくれた(他の職員)

看護学生による臨地実習に対する評価 （C大学） n=90

非常にあてはまる あてはまる あてはまらない 全くあてはまらない 該当なし

54 30 3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教員との連携がとれていた

よくとれていた だいたいとれていた どちらともいえない あまりとれていなかった 全くとれていなかった



実習指導者会議－学生アンケート結果－
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8

10

7

4

6

3

5

7

7

9

8

3

5

5

7

3
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1

3

1

1

1

1

2
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

部署に実習を受け入れる雰囲気がある

目指したい看護職員との出会いがあった

実習目標の理解と達成支援(指導者)をしてくれた

実習目標の理解と達成支援(他の職員)をしてくれた

新しい経験の学習機会提供をしてくれた(指導者)

新しい経験の学習機会提供をしてくれた(他の職員)

質問しやすい雰囲気だった(指導者)

質問しやすい雰囲気だった(他の職員)

わかりやすい回答をしてくれた(指導者)

わかりやすい回答をしてくれた(他の職員)

患者との円滑な関係支援をしてくれた(指導者)

患者との円滑な関係支援をしてくれた(他の職員)

看護学生による臨地実習に対する評価 （D大学） n=16

非常にあてはまる あてはまる あてはまらない 全くあてはまらない 該当なし

3 9 2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教員との連携がとれていた

よくとれていた だいたいとれていた どちらともいえない あまりとれていなかった 全くとれていなかった



実習指導者会議

会議目標の評価

評価まとめ
実習指導者会議構成員として、部署での課題や対応策の検討について、80％以上が
「できた」「だいたいできた」と評価した。実習指導体制の課題や実習指導に関する
問題を部署で抽出し、それを会議で他部署のメンバーと共有することで、よりよい対
応策を検討し取り組むことができていた。

5

5

7

21

22

20

4

4

4

2

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学生への教育的・効果的指導のあり方を検討し、実習指導に活用すること

ができる

実習指導体制の課題を抽出することができる

実習指導に関わる問題を抽出し、対応策を実施することができる

できた だいたいできた 半分できた あまりできなかった できなかった 未回答



臨地実習指導者研修会
目的 ①看護教育における実習の意義及び実習指導者としての役割を理解し、

効果的な実習指導ができるよう必要な知識を習得する。

②自己の看護観の再構築と実習指導者像の形成を目指す。

対象者：新たに臨地実習指導者となる看護職員45名

九州大学医学研究院保健学科部門の教員と協働で開催

回 月 テーマ

1 7月
看護基礎教育課程
実習指導の原理

2 8月
看護学生の動向
看護過程

3 9月
カンファレンスの指導方法
事例検討

4 10月
実習指導の実際
事例検討

5 1月 まとめ

ＷＧメンバーは、研修スケジュール作成、事例作成、
ワークシート・発表形式の検討、当日の運営や司会
進行を担当した

参加者の学びや感想

⚫実際にありそうな事例だったので身近に考えやすく
いい機会となった。

⚫自分では気が付けなかった点について、グループ
ワークを通して気づくことができ、多様なアプローチ
について学ぶことができた。

第3回・第4回実習指導における困難事例の検討
目標
①事例検討を行い、多角的な視点から問題点を分析できる
②学生指導の多様なアプローチを見出し、他者と共有できる



臨地実習指導者研修会－アンケート結果－
0% 20% 40% 60% 80% 100%

実習は教育的な意義がある 前

実習は教育的な意義がある 後

指導者は重要な役割がある 前

指導者は重要な役割がある 後

指導は当然の義務である 前

指導は当然の義務である 後

研修は意義がある 前

研修は意義がある 後

自分に必要な能力を理解している 前

自分に必要な能力を理解している 後

成長できる機会である 前

成長できる機会である 後

研修以外でも学習していきたい 前

研修以外でも学習していきたい 後

学生と関わることが楽しみである 前

学生と関わることが楽しみである 後

責任が重いので憂鬱である 前

責任が重いので憂鬱である 後

指導者の役割を担うのは不安である 前

指導者の役割を担うのは不安である 後

大いにそう思う そう思う どちらともいえない

そう思わない 全くそう思わない 無回答

実習指導に関する認識（研修前後比較） 研修前 n=45 研修後 n=40

0% 20% 40% 60% 80% 100%

指導者の役割 前

指導者の役割 後

研修の目的・意義 前

研修の目的・意義 後

現在の教育課程 前

現在の教育課程 後

教育的な関わり方 前

教育的な関わり方 後

実習における評価の意義・方法 前

実習における評価の意義・方法 後

実習におけるカンファレンスの意義・方法 前

実習におけるカンファレンスの意義・方法 後

現代の学生を理解するために必要な知識 前

現代の学生を理解するために必要な知識 後

看護過程の指導のポイント 前

看護過程の指導のポイント 後

指導案作成の方法 前

指導案作成の方法 後

よく理解している 理解している どちらともいえない

あまり理解していない 全くわからない 無回答

実習指導に関する知識（研修前後の比較） 研修前 n=45 研修後 n=40



臨地実習指導者研修会－アンケート結果－

「臨地実習における学生の学習にどの
程度効果的な影響を及ぼすことができ
るかという信念」に関する変化をみる
ために、「臨地実習に対する教師効力
尺度（坪井ら、2001）」を用い、研修
前後における比較を行った。

研修前では、各項目において昨年度よ
り得点は低かったが、研修後にはほと
んどの項目で昨年度よりも得点が上
がった。目標となる、あるいは相談で
きる先輩や上司の存在が、研修後には
上昇していることからも、研修や実習
指導経験を積み重ねる中で、他者に相
談しながら実習指導に関する自信をつ
けていくことができたのではないかと
考える。

教師効力尺度得点　（研修前後データの比較）

平均値 ±標準偏差
【総合得点】

研修前 64.7 10.5

研修後 90.6 9.5

【カンファレンスを実施できる自信】

研修前 12.0 2.1

研修後 15.5 2.2

【看護実践能力を活用できる自信】

研修前 8.8 1.7

研修後 13.3 1.9

【学習者として学生を尊重する自信】

研修前 10.6 2.0

研修後 17.2 2.0

【学びを深めるために技法を活用できる自信】

研修前 9.2 1.8

研修後 12.9 1.8

【実習教育の準備ができる自信】

研修前 9.0 1.9

研修後 12.9 1.9

研修前 7.5 1.9

研修後 9.6 1.4

研修前 7.6 1.5

研修後 9.2 1.4

　研修前 n=45  研修後 n=40

【学生の状況を判断できる自信】

【学生の学びを促進できる自信】



臨地実習指導者研修会－アドバンスコース－

目 的：看護教育における実習の意義及び実習指導者としての役割を再認識し、
実習指導に活かす

対象者：条件を満たし推薦を受けた看護職員21名

回 月 テーマ

1 7月
看護基礎教育課程
実習指導の原理

2 8月
看護学生の動向
看護過程

【研修後の学びや感想より】

⚫ 実習指導者として、様々な年代の学生と接するため、学生の特徴を理解し、
関わり方や声のかけ方、指導の方法に役立てたい。

⚫ コロナ禍で実習が思うようにできていない現状や、Z世代であり世代間交流の
機会のない学生が多いと分かった。電子カルテからの情報をとることが苦手
な学生や患者とどう接していいか分からない学生も多いようなので実習の際
にフォローできるようにしたい。



まとめ

• より効果的で効率的な実習指導者の育成を目指し、研修内容に
ついてWG内で検討を重ねた。

• 臨地実習の場において学生の直接的なコミュニケーション支援
の課題もみえてきており、研修へ取り入れることができた。

• 学生の学びの支援、学生と患者、学生と病棟スタッフとの調整、
そして感染防止に配慮しながら効率的に実習を進める点におい
て、実習指導者の役割は重要性が増している。

• 今後も変化する状況に対応ながら役割を担うことが出来る指導
者の育成と、部署全体で実習を受け入れる態勢を整えることを目
指し実習指導者育成WGとして活動していきたい。


